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よりやや少ないが集積がみられた.血管造影では血管増

生はあるが車軸状ではなく,CO2動注 USでは,血流

は求心性であった.切除され 中心療痕のない FNH

であった.2例巨=ま4歳女児.CT では右葉の径 5cm

の等濃度腫癖で,中心に星だ状の領域が,単純 CT

で低濃度,造影 CT で高濃度にふ(-)れた.肝シンナの

所見は 1例日と同様で,血管造影では血管増生がみられ

非車軸状.生検にて確診された.報告例を集計すると′ト

児の FNH は二∫ロイド肝シソ千で集横のみられる率が

成人に比 し高い傾向が窺われた.

9)CTからふた肝外傷
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1990年10月から1992年9月まで,当院救急外来を受

診 し,腹部 CT で外傷性肝損傷が認められた13例を対

象に,損傷形態と治療法を検討 した.全例が腹部鈍的損

傷で,日本外傷研究会肝損傷分額のⅠ型は3人 (23,9,6J)

皿塾は2人 (159/6')Ⅲ型は6人 (46%l)で,初回 n'で

損傷不明が2人 (15.9t;)だった.13例中10人はバイタ′し

サインが安定 しており保存的に見られ 3例 (Ⅲ型1人.

Ⅲ型 1人,不明 1人)に手術が行わtlた.手術の理由は.

1例が消化管穿孔. 2例が血圧低下と腹水増加のためで

あった.損傷程度の描出のみでたく,negativelapaI･OtOmy

を減らすことができる点でも CT は 有効な検査と考え

られた.

10)副腎海綿状血管腫の 2例
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稀な症例と考えられた副腎海綿状血管腫の2例を報告

した.

副腎海綿状血管腫の特異的所見として以下の所見があ

げられる.

CTでは,辺縁から徐々に造影されやがて全体に広がっ

ていくベターーソ,又は嚢胞と充実性部分が不規則に混在

するパタ.-ンを呈する.不軽な石灰化の散在も高頻度に

みられる所見である.

血管造影では動脈相での綿花状所見および静脈相での

貯留像の持続が特徴である.

しかしこれらの特異的所見が得られることは実際には

少なく,副腎腫癖の診断で手術され病理診断で海綿状血

管瞳と診断されることが多い.今回報告 した2例におい

ても,鑑別診断のひとつにはあるが術前診断をつけるの

は困難であった.

ll)閉鎖孔 ヘルニアの CT所見
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閉鎖孔-ル二丁は高齢女子に好発する比較的稀な疾患

で,術前診断は極めて困難であった.近年,CT 検査が

閉鎖孔-ルニ了の絞拒部を直接描出できる有岡な術前診

断法として報告されているが,今回われわ拙 まCT 検

査により術前に確定診断が可能であった4症例を経験 し

たので報告する.いずれも脱出部およびそのlj側腸管の

拡張という典型的な所見を呈 し,Cl､はその診断に極め

て有効であー)た.内, 1例は腸壁-ノしこアの早期,すな

恥骨筋間の索状低吸収域としてふれ 本症の CTによ

る早期診断の可能性が示唆された.

12ト子宮体癌の MRI診断

- Ⅲ朋症 例を中心 と して-
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1989年9月-p1992年8月 の間当院で術前 MRlを施

行 した体癌26例 (Ⅰ期17,Ⅲ期2,m期17人)につき,

進行手札 筋層浸潤の程度,子宮外進展iこ関する MRIの

診断能を検討 した.病理学的進行期に対する MRIの

jIE診率はⅠ期14/17(67%~),Ⅲ細2/'3(67.0/.I).Ⅲ期o_I7

(0,0,6/)であり,Ⅲ期症例は子宮外進展をすべて見落と

し1期と診断 していた.筋層浸潤の評価は診断医のレポー-

卜によったが.深部浸潤の正診率は10.･･!14(71,%一)と良

好であった.叉Ⅲ期はすべて深部筋層浸潤例であった.

Ⅲ期症例を再読影 した所,右卵巣, ダグラス嵩,蹄駅,

後腹膜進展と, ))ソバ節転移例であった. りンパ節転移

例は4例中3例再読影にても認識できなかったが,他は

すべて認識可能であった.深部筋層浸潤症例については

子宮外進展をこ注意 し診断する必要があると考える.
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